
県
内
３
団
体
に
要
請
書
提
出

▶

▶

第
19
回
統
一
地
方
選
挙
必
勝
に
向
け
た
集
い

第
19
回
統
一
地
方
選
挙
必
勝
に
向
け
た
集
い

す
べ
て
の
労
働
者
の
賃
金
を

「
働
き
の
価
値
に
見
合
っ
た
水
準
」へ

す
べ
て
の
労
働
者
の
賃
金
を

「
働
き
の
価
値
に
見
合
っ
た
水
準
」へ

中小企業家同友会

社労士会

▲徳島県要請

▲経営4団体要請

▲労働局要請

森本共闘会議議長があいさつ

道行く人にビラとティッシュを配布

県民に訴える弁士ら

各構成組織から約７００人が参加

春闘勝利＆統一地方選挙必勝に向け、
団結ガンバロウ

「
長
時
間
労
働
是
正
に
向
け
た
共
同
宣
言
」を
締
結

36（サブロク）の日記念日＆
「三六協定」の大切さを
周知

４月２７日（土）　
　第９０回徳島中央メーデー（御成婚広場）

５月１７日（金）～１８日（土）　
　２０１９四国ブロック女性会議（高知市）

◎

◎

　

徳
島
県
春
闘
共
闘
会
議
は
、

２
０
１
９
年
３
月
４
日
、
あ
わ

ぎ
ん
ホ
ー
ル
で
、
２
０
１
９
春

季
生
活
闘
争
勝
利
総
決
起
集
会

＆
第
19
回
統
一
地
方
選
挙
必
勝

に
向
け
た
集
い
を
開
催
し
、
各

構
成
組
織
か
ら
約
７
０
０
人
が

参
加
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
、
森
本

共
闘
会
議
議
長
か
ら
、「
２
０
１

４
春
季
生
活
闘
争
以
降
『
底
上

げ
春
闘
』を
掲
げ
て
取
り
組
み
、

一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
き
た

が
、『
賃
上
げ
』の
流
れ
が
社
会

の
隅
々
ま
で
届
い
て
い
る
と
は

言
え
な
い
。『
格
差
是
正
』
に
つ

い
て
も
道
半
ば
で
あ
る
。『
賃
上

げ
』
の
流
れ
を
拡
げ
格
差
是
正

の
実
効
性
を
高
め
て
い
く
た
め

に
は
、こ
れ
ま
で
以
上
に『
賃
金

水
準
』
の
追
及
に
こ
だ
わ
る
必

要
が
あ
る
。賃
上
げ
の
流
れ
を

さ
ら
に
大
き
な
う
ね
り
と
し
、

す
べ
て
の
労
働
者
の
賃
金
を

『
働
き
方
の
価
値
に
見
合
っ
た

水
準
』
へ
引
き
上
げ
る
闘
争
を

展
開
す
る
」と
挨
拶
。

　

続
い
て
、
島
共
闘
会
議
事
務

局
長
か
ら
「
発
足
総
会
で
確
認

さ
れ
た
２
０
１
９
春
季
生
活
闘

争
方
針
に
基
づ
き
山
場
を
迎
え

る
大
手
の
交
渉
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、①
賃
金
の
『
上
げ
幅
』

の
み
な
ら
ず
『
賃
金
水
準
』
を

追
求
す
る
闘
争
の
強
化
②『
す

べ
て
の
労
働
者
の
立
場
に
た
っ

た
働
き
方
』
実
現
へ
の
取
り
組

み
の
運
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

中
小
・
地
場
組
合
早
期
妥
結
に

向
け
て
繋
げ
て
い
く
」
と
方
針

を
提
案
。

　

そ
の
後
、
新
居
民
間
大
手
部

会
部
会
長
、
原
田
徳
島
県
中
小

労
働
対
策
本
部
議
長
、
大
谷
公

務
労
協
議
長
、
松
本
中
央
地
協

副
議
長
、大
西
西
部
地
協
議
長
、

松
本
南
部
地
協
議
長
か
ら
決
意

表
明
を
し
た
。

　

続
い
て
、
第
19
回
統
一
地
方

選
挙
に
向
け
た
集
い
で
は
、
飯

泉
徳
島
知
事
、
小
林
石
井
町
長

を
来
賓
に
迎
え
、
連
合
徳
島
推

薦
立
候
補
予
定
者
15
名
全
員
か

ら
参
加
者
に
支
援
を
訴
え
た
。

小
畑
連
合
徳
島
青
年
委
員
会
委

員
長
が
総
決
起
集
会
＆
第
19
回

統
一
地
方
選
挙
に
向
け
た
集
い

ア
ピ
ー
ル
を
読
み
上
げ
、
参
加

者
全
員
の
拍
手
で
採
決
さ
れ
、

新
居
連
合
徳
島
会
長
代
行
の
閉

会
挨
拶
と
森
本
共
闘
会
議
議
長

の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
集
会
を

終
え
た
。

　

２
０
１
９
年
３
月
５
日
10
時

30
分
よ
り
徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ

オ
ホ
テ
ル
で
経
営
４
団
体
（
県

経
営
者
協
会
・
県
商
工
会
議
所

連
合
会
・
県
中
小
企
業
団
体
中

央
会
・
県
商
工
会
連
合
会
）
に

対
し
、
執
行
部
を
中
心
に
13
人

（
内
女
性
３
人
）
が
参
加
し
２

０
１
９
春
闘
要
請
行
動
を
実
施

し
た
。
冒
頭
、森
本
会
長
が「
働

き
方
改
革
関
連
法
が
４
月
か
ら

施
行
す
る
が
、
中
小
企
業
に

と
っ
て
は
来
年
４
月
か
ら
の
適

用
と
な
る
も
の
も
あ
る
。
時
間

的
余
裕
が
有
る
か
ら
こ
そ
労
使

で
十
分
協
議
を
重
ね
て
、
有
意

義
な
も
の
と
し
て
ほ
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、「
徳
島

県
の
リ
ビ
ン
グ
ウ
ェ
ッ
ジ
で
あ

る
、
月
例
賃
金
１
５
４
，０
０

０
円
以
上
の
賃
金
水
準
に
努
め

る
こ
と
」「
男
女
間
の
賃
金
格

差
の
是
正
を
は
か
る
こ
と
」「
正

規
雇
用
労
働
者
と
非
正
規
雇
用

労
働
者
で
、
合
理
的
理
由
の
な

い
処
遇
差
が
あ
る
場
合
は
是
正

を
行
う
こ
と
」「
各
企
業
労
使

に
よ
る
改
善
交
渉
の
促
進
を
は

か
り
、
円
満
解
決
に
努
め
る
よ

う
指
導
を
強
化
す
る
こ
と
」「
職

場
に
お
け
る
障
が
い
者
の
個
別

性
に
配
慮
し
た
雇
用
環
境
を
整

備
し
た
上
で
、
障
が
い
者
雇
用

率
の
把
握
と
、
そ
の
達
成
に
取

り
組
む
こ
と
」「
労
働
関
係
法

の
遵
守
が
経
営
者
の
責
務
で
あ

る
こ
と
を
徹
底
す
る
こ
と
」「
外

国
人
技
能
実
習
制
度
は
、
安
価

な
労
働
力
で
は
な
く
、
国
際
貢

献
と
い
う
趣
旨
を
踏
ま
え
労
働

関
係
法
令
等
が
生
じ
な
い
よ
う

厳
格
な
運
用
に
努
め
る
よ
う
指

導
す
る
こ
と
」「
徳
島
県
の
算

定
賃
金
を
大
幅
に
改
善
す
る
よ

う
取
り
組
む
こ
と
」
な
ど
に
つ

い
て
要
請
し
、
意
見
交
換
を

行
っ
た
。最
後
に
森
本
会
長
が
、

「
大
手
・
中
小
の
格
差
が
あ
っ

て
当
た
り
前
の
慣
行
を
打
破

し
、格
差
を
な
く
す
た
め
に
も
、

ま
た
、
時
間
外
労
働
あ
り
き
を

前
提
と
し
た
、
企
業
内
の
ル
ー

ル
を
改
め
本
当
の
意
味
で
の
働

き
方
改
革
を
実
現
す
る
た
め
に

 　
「
ク
ラ
シ
ノ
ソ
コ
ア
ゲ
応
援

団
！
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
徳
島
駅
前
街
宣
行
動
を
２

０
１
９
年
３
月
12
日
に
Ｊ
Ｒ
徳

島
駅
前
で
行
い
、
各
構
成
組
織

か
ら
30
人
が
参
加
し
、
街
頭
宣

伝
・
ビ
ラ
配
布
を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、
連
合
徳
島
森
本
会
長

か
ら「
政
府
は
、厚
生
労
働
省
に

よ
る
不
適
切
な
毎
月
勤
労
統
計

調
査
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、

２
０
１
９
年
度
政
府
予
算
案
の

一
般
会
計
を
修
正
し
、
追
加
給

付
に
必
要
と
な
る
国
庫
負
担
分

の
６
．５
億
円
を
上
積
み
す
る

こ
と
を
閣
議
決
定
し
た
。２
０

０
４
年
以
降
の
毎
月
勤
労
統
計

調
査
を
本
来
と
は
異
な
る
手
法

で
行
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、

雇
用
保
険
や
労
災
保
険
等
に
お

い
て
５
７
０
億
円
程
度
の
追
加

給
付
が
発
生
す
る
」と
訴
え
た
。

　

続
い
て
、
連
合
徳
島
民
間
大

手
部
会
新
居
部
会
長
、
全
労
済

徳
島
推
進
本
部
藤
岡
本
部
長
、

国
民
民
主
党
徳
島
県
総
支
部
連

合
会
庄
野
代
表
、
徳
島
市
議
会

武
知
議
員
か
ら
「
２
０
１
９
春

季
生
活
闘
争
要
求
集
計
結
果
」

「
災
害
時
に
お
け
る
早
急
な
保

障
と
社
会
貢
献
の
取
り
組
み
」

「
徳
島
県
内
に
お
け
る
防
災
・

減
災
」「
徳
島
市
政
の
取
り
組

み
」に
つ
い
て
訴
え
た
。

も
、
労
使
で
真
摯
に
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
」
と
述
べ
、
要
請
行

動
を
終
了
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
６
日
10
時
か
ら

は
徳
島
県
、
３
月
７
日
10
時
30

分
か
ら
は
徳
島
労
働
局
に
対
し

て
要
請
行
動
を
実
施
し
た
。

連 合 徳 島 ニ ュ ー ス

vol. 302
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▶

▲

連合徳島の活動をアピール連合徳島の活動をアピール連合徳島の活動をアピール

島事務局長が連合ビジョン＆運動強化説明

ワークルールコント

ＪＲ徳島駅前でアピールウォーク

組
合
員
や
家
族
な
ど

約
8
2
4
人
が
参
加

参
加
者
で
賑
わ
う

綿
菓
子
出
店

高開千代子アイ女性会議徳島県本部
事務局長が記念講演

Ｊ
Ｒ
徳
島
駅
前
で

     

ア
ピ
ー
ル
ウ
ォ
ー
ク

連
合
ビ
ジ
ョ
ン
・

運
動
強
化
を
テ
ー
マ
に
学
習

（3月29日告示・4月7日投開票）徳島県議会議員選挙

小松島市議会議員選挙（4月14日告示・21日投開票予定）
北島町議会議員選挙 （4月16日告示・21日投開票予定）

石井町長選挙

告示日翌日から投票日前日まで
期日前投票ができます！

（4月16日告示・21日投開票予定）

（4月14日告示・21日投開票予定）徳島市議会議員選挙

徳島県知事選挙 （3月21日告示・4月7日投開票）■

■

■

■

■

■

　

県
民
と
働
く
者
の
徳
島
フ
ェ

ス
タ
実
行
委
員
会
、連
合
徳
島
、

徳
島
県
春
闘
共
闘
会
議
は
２
０

１
９
年
３
月
10
日
、
あ
す
た
む

ら
ん
ど
徳
島
で
、
２
０
１
９
Ｓ

ｙ
ｕ
ｎ
ｔ
ｏ
ふ
れ
あ
い
フ
ァ
ミ

リ
ー
デ
ー
を
開
催
し
た
。

　

本
年
度
は
天
候
が
悪
く
、

ジ
ャ
ン
ボ
パ
ラ
ソ
ル
で
の
開
催

と
な
っ
た
が
、
連
合
徳
島
各
構

成
組
織
の
組
合
員
や
家
族
な
ど

８
２
４
人
（
あ
す
た
む
ラ
ン
ド

徳
島
の
入
場
者
数
１
，０
７
７

人
）
が
参
加
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
主
催
者
を
代

表
し
て
、
連
合
徳
島
森
本
会
長

か
ら
「
２
０
１
９
春
季
生
活
闘

争
は
、『
今
こ
そ
ブ
レ
イ
ク
ス

ル
ー
！
す
べ
て
の
労
働
者
の
処

遇
改
善
と
働
き
方
の
見
直

し
！
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
政

策
・
制
度
実
現
と
労
働
諸
条
件

改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
徳

島
県
で
は
中
小
企
業
で
働
く
労

働
者
が
多
く
、
非
正
規
雇
用
労

働
者
と
し
て
働
く
方
々
の
処
遇

改
善
は
、
経
済
を
自
律
的
に
成

長
さ
せ
る
た
め
に
も
不
可
欠
で

あ
る
。
職
場
で
安
心
し
て
働
け

る
環
境
を
築
き
上
げ
る
た
め
に

も
、
連
合
活
動
に
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。
36
協
定
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
ク
イ
ズ
に
も
ご
参

加
を
お
願
い
す
る
」
と
挨
拶
。

　

続
い
て
、
連
合
徳
島
の
活
動

紹
介
と
し
て
、「
ア
ク
シ
ョ
ン

36
」
の
映
像
と
、
連
合
徳
島
青

年
委
員
会
に
よ
る
36
協
定
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
ク
イ
ズ
と
ア

ク
シ
ョ
ン
36
の
飴
を
配
布
。

　

被
災
地
支
援
大
抽
選
会
で

は
、
昨
年
の
西
日
本
豪
雨
で
被

害
が
あ
っ
た
、
愛
媛
県
宇
和
島

市
の
物
産
品
で
あ
る
「
デ
コ
ポ

ン
」
を
景
品
と
し
て
、
当
選
者

70
人
に
手
渡
さ
れ
た
。

　

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ジ
オ
ウ

シ
ョ
ー
で
は
、
楽
し
み
に
し
て

い
た
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
の
歓

声
が
ジ
ャ
ン
ボ
パ
ラ
ソ
ル
の
会

場
に
響
き
渡
り
、
写
真
撮
影
会

で
は
家
族
と
の
楽
し
い
思
い
出

を
残
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

２
件
の
相
談
（
雇
用
保
険
の
加

入
・
労
災
の
認
定
）
が
あ
り
、

綿
菓
子
・
ド
リ
ン
ク
販
売
コ
ー

ナ
ー
で
は
女
性
委
員
会
、
青
年

委
員
会
が
対
応
。
他
に
も
特
定

非
営
利
活
動
法
人
Ｃ
ｒ
ｅ
ｅ
ｒ

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
う
ど

ん
・
お
む
す
び
等
の
販
売
が
行

わ
れ
た
。

　

連
合
徳
島
青
年
委
員
会
は
、

２
０
１
９
年
３
月
９
日
、
労
働

福
祉
会
館
５
０
２
号
室
で
学
習

研
修
会
を
開
催
し
、
各
構
成
組

織
か
ら
12
人
が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
青
年
委
員
会
小
畑
委

員
長
か
ら
「
本
日
、
学
ん
だ
こ

と
を
職
場
に
持
ち
帰
り
、
今
後

に
活
か
し
て
ほ
し
い
」と
挨
拶
。

　

続
い
て
、
連
合
徳
島
島
事
務

局
長
が
「
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
・
連

合
運
動
強
化
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
。「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク

（
す
べ
て
の
働
く
者
が
能
力
を

最
大
限
発
揮
し
な
が
ら
、
働
き

が
い
の
あ
る
人
間
ら
し
い
働
き

方
）
の
も
と
、
希
望
を
持
っ
て

安
心
し
て
く
ら
し
て
い
く
こ
と

の
で
き
る
社
会
を
つ
く
り
あ
げ

て
い
く
た
め
、
２
０
３
５
年
の

社
会
を
展
望
し
た
中
長
期
の

　

２
０
１
９
年
３
月
９
日
、
阿

波
観
光
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
国

際
女
性
デ
ー
徳
島
県
集
会
実
行

委
員
会
の
主
催
に
よ
り
、
国
際

女
性
デ
ー
徳
島
県
集
会
が
開
催

さ
れ
、
85
人
（
内
男
性
14
人
）

の
参
加
が
あ
っ
た
。は
じ
め
に
、

東
條
恭
子
実
行
委
員
長
（
ス

ト
ッ
プ
Ｄ
Ｖ
サ
ポ
ー
ト
の
会
代

表
が
、「
４
年
間
の
生
活
困
窮

者
自
立
相
談
支
援
機
関
で
働
く

な
か
で
、
明
日
食
べ
る
も
の
が

な
い
人
を
た
く
さ
ん
見
て
き

た
。
経
済
格
差
の
広
が
り
や
日

本
の
将
来
が
不
安
な
ど
、
ス

ト
ッ
プ
Ｄ
Ｖ
サ
ポ
ー
ト
の
会
の

活
動
で
は
、
女
性
の
声
な
き
声

が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
政
策

決
定
の
場
、
議
会
に
女
性
が
非

常
に
少
な
い
の
が
現
状
で
あ

り
、女
性
を
議
会
に
送
り
出
し
、

女
性
な
ら
で
は
の
政
治
を
行
う

こ
と
が
重
要
。
女
性
が
立
ち
上

が
っ
て
行
く
こ
と
で
徳
島
を
変

え
て
行
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い

さ
つ
。
来
賓
に
は
、
森
本
連
合

徳
島
会
長
が
臨
席
。
ま
た
、
吉

川
沙
織
参
議
院
議
員
、
高
井
美

穂
徳
島
県
議
会
議
員
か
ら
は
、

連
帯
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら

れ
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
高
開
千
代

子
（
ア
イ
女
性
会
議
徳
島
県
本

部
事
務
局
長
）
よ
り
、「
セ
ク

ハ
ラ
・
男
女
平
等
・
憲
法
と
の

関
わ
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
セ
ク

ハ
ラ
と
い
う
言
葉
の
意
味
。
職

場
に
お
け
る
セ
ク
ハ
ラ
と
は
、

な
ぜ
、
セ
ク
ハ
ラ
は
起
き
る
の

か
、
女
性
差
別
撤
廃
条
約
批
准

か
ら
34
年
経
過
し
た
が
、
男
女

平
等
は
進
ん
だ
か
、
個
人
の
尊

厳
と
両
性
の
平
等
、
の
内
容
で

講
演
を
受
け
た
。

　

講
演
後
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
を
し
な
が
ら
徳
島
駅
前
ま
で

ア
ピ
ー
ル
ウ
ォ
ー
ク
。
そ
の

後
、
実
行
委
員
長
・
東
條
恭
子

さ
ん
、
イ
ー
ブ
ン
ネ
ッ
ト
・
と

く
し
ま
代
表
・
諏
訪
公
子
さ

ん
、
北
島
町
議
会
議
員
・
中
野

真
由
美
さ
ん
、
部
落
解
放
同
盟

女
子
部
長
・
中
原
サ
ヲ
江
さ

ん
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
・
河
野
貴
美
代
さ
ん
、
県

女
性
協
議
会
会
長
・
瀬
尾
規
子

さ
ん
、
ア
イ
女
性
会
議
徳
島
県

本
部
事
務
局
・
高
開
千
代
子
さ

ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
リ

レ
ー
ト
ー
ク
を
行
い
、
徳
島
県

集
会
を
終
了
し
た
。

「
羅
針
盤
」
と
な
る
運
動
と
政

策
の
方
向
性
を
検
討
し
、
連
合

ビ
ジ
ョ
ン
『
働
く
こ
と
を
軸
と

す
る
安
心
社
会
－
ま
も
る
・
つ

な
ぐ
・
生
み
出
す
－
』
を
策
定

す
る
。
ま
た
、
連
合
運
動
強
化

特
別
委
員
会
は
、
こ
れ
ま
で
の

各
節
目
に
お
い
て
提
言
し
運
動

を
推
進
し
て
き
た
経
緯
を
振
り

返
る
。
連
合
を
構
成
す
る
各
加

盟
組
合
の
専
従
者
数
の
減
少
、

地
域
の
最
前
線
を
支
え
る
人
材

の
確
保
、
連
合
本
部
・
構
成
組

織
・
地
方
連
合
会
と
と
も
に
連

合
総
体
と
し
て
の
財
成
状
況
が

厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
連
合

運
動
の
持
続
可
能
性
の
確
保
が

急
務
と
の
認
識
に
た
っ
て
、
連

合
結
成
30
周
年
を
機
に
取
り
巻

く
課
題
に
正
面
か
ら
向
き
合

い
、
将
来
に
向
け
た
運
動
・
組

織
・
財
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て

よ
り
具
体
的
な
対
応
方
向
を
打

ち
出
す
必
要
が
あ
る
」と
述
べ
、

連
合
ビ
ジ
ョ
ン
（
素
案
）
お
よ

び
連
合
運
動
強
化
特
別
委
員
会

（
中
間
報
告
）
の
内
容
を
説
明

す
る
と
と
も
に
、
連
合
結
成
30

周
年
を
契
機
に
全
国
の
構
成
組

織
と
地
方
連
合
会
が
連
携
し
て

総
対
話
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ

と
を
紹
介
。
続
い
て
、
小
畑
委

員
長
が
青
年
委
員
会
の
活
動
報

告
と
学
習
研
修
会
の
ま
と
め
を

述
べ
、
最
後
に
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
閉
会
し
た
。
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